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1. 事業の目的

本事業は、日本タンナーズ協会が推進する「JLPロゴマーク」の認知向上および普及促進を目的

として実施した。若年層を中心とした新たな革製品の価値理解の促進を図るため、学生の参画に
よるクリエイティブ制作およびPR活動を行い、日本の革産業の魅力を広く発信することを目的と
した。

２．事業の実施内容

（1）レザーウェア制作企画

神戸ファッション専門学校等と連携し、学生によるレザーウェアのデザイン検討および制作に向
けた打ち合わせを実施した。革素材を活用した衣装制作を通じて、革製品の魅力を表現する企画
を立案した。

（革の説明を受け、使用革を選定する学生たち） （選定革）

（ウエア―の製作の様子 / 神戸ファッション専門学校にて）
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（製作したランニングウエアー）

（2）PR動画制作

学生が主体となり、JLPロゴマークおよび革製品の魅力を発信するPR動画を作成した。
動画では革素材の特徴や魅力を視覚的に表現し、若年層への認知拡大を目的とした。
また、動画の演出効果を高めるため、動画内で使用する挿入歌を作成し、レコーディングを
行なった。

《 YouTubeURL》

ロングバージョン
https://youtu.be/30cJk9Wckms?si=bwWlZLuYq_GtFJBk

ショートバージョン
https://youtu.be/zyifJd1UCZQ?si=0P1UKBk09q_oC1kv
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《オリジナル挿入歌 歌詞》
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《オリジナル挿入歌 譜面》
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（レコーディングの様子）

（3）配信業務

完成した動画は、JLPロゴマークの認知拡大につながるようYouTubeで公開。若年層が革を
“遠いもの”ではなく、“自分の力やお守りのように寄り添う素材”そして斬新なアイデアとし

て記憶に残り受け止められる環境づくりを目指した。

【動画投稿内容】

投稿日時： 2月25日〜3月6日

投稿媒体： YOUTUBE

動画タイトル： RUN WITH LIFE〜生きた証を纏う〜

登録者数： 5人増加

再生回数：ロング 94回

ショート 90回

高評価数：ロング 4

ショート 6

コメント数：ロング 0

ショート 0
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３．実施スケジュール

2025年12月 レザーウェア制作打ち合わせ、動画企画検討

2026年 1月 動画撮影、動画挿入歌レコーディング
2026年 2月 動画編集および完成打ち合わせ

4．総 括

本事業では、学生が主体となったクリエイティブ制作を通じて、革素材の魅力を視覚的・音楽的
に表現したPR動画を制作した。また、オリジナル動画挿入歌の制作により、若年層の感性を取り入
れた表現を実現し、JLPロゴマークおよび日本の革製品の魅力を発信するコンテンツとなった。
さらに、YouTubeに投稿した動画の再生回数・高評価数・コメント数などの反応を分析し、発信の
効果を把握するとともに、日本の革及び革製品の魅力や、その背景にある職人技・地域産業の価値
を高校生の視点から発信することができた。
革を身近に感じながら使い育てる文化として捉え、その価値を伝えることで若者の関心を高め、

新たな価値創出につなげることができた。
本事業で制作したPR動画を継続的に発信し拡散することにより多くの人への認知向上が期待され

る。さらに、学生の参画によるクリエイティブ制作の取り組みを通じて、革産業の魅力を若い世へ
発信する活動を今後も継続して行きたい。
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